
経済学演習α(堀内俊洋) 通年
政政・経演・国演

堀内　俊洋

科　目　名 学期 配当年次・単位整理番号 担当教員

３年以上：４単位２２６

　この演習では、生産、供給活動を担っている企業、そしてその集計といえる産業という切
り口から経済現象を勉強する事を目的とする。企業活動といえば、主に経営学で考察される
ものであるが、経済学の観点からも取り上げるわけである。関心はミクロ的で、応用ミクロ
経済学の一つである産業組織論を経済学のベースとする。具体的には、そのような問題意識
から、各人が、経営学者ドラッカーの古典的な名著の勉強に取り組む。多くの翻訳書が出版
されているはずであるので、原著と照らし合わせながら勉強に取り組み、自分の力で思考す
る訓練をしてもらいたい。この３年時における各人の成果を４年の卒論に反映、産業組織論
とドラッカー研究の総合化を演習で目指して欲しい。

第１回－第５回：ドラッカー研究のねらい、対象、アプローチなどを解説。１年間の研究の

方向性を討議

第６回－第10回：ドラッカーの各著書の研究発表、その１

第11回－第15回：ドラッカーの各著書の研究発表、その２

第16回－第20回：ドラッカーの各著書及び各自の独自の研究発表、その３

第21回－第25回：ドラッカーの各著書及び各自の独自の研究発表、その４

第26回－第30回：ドラッカーの各著書及び各自の独自の研究発表、その５、および１年間の

取りまとめ

　とくになし。各自が選んだドラッカーの著作をいわば各自の教科書とする。

　ドラッカーの関連書物。

企業、産業、経済、そしてドラッカー研究

経済学科
2012

　ドラッカーを理解した上で、自分なりの考えを持つことが出来ることがこの演習の目標。
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30 ゼミ調査目的に沿っていることが合格レベル。

50 同上。

20 ゼミの勉強に全体的にかかわる協調性を評価。
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